
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 
 
 
 
 
 
   
           

 

 

 

 

 

 

１２月号 

 

エコロジー＆ 建築生態学の応用 

アップルは建設業許可法人(般-第 22168号)･二級建築士事務所(第 4088号)･住宅金融公庫住宅調査登録建築士事務所(第 16090044号) シックハウス診断士協会(一級)登録業者(第 08006101号)･知事認定・栃木県震災建物応急危険度判定士所属事務所(第 520号)です。

 

 

川端康成の「古都」の舞台となった北山の里

― 周山街道は若狭-美山-北山-高雄-京都を結ぶ ― 
       杉木立に囲まれた周山街道「中川」磨き丸太の北山杉の産地を訪ね

ました。北山杉は応永年間に始まり室町中期の千利休に完成された

「茶の湯」と共に「床柱」として広く使われ、朝廷の御用木として、

「桂離宮」「修学院離宮」「仙洞御所」の茶室に用いられま 

した。八百年以上の京都の伝統産業として茶室、数奇屋建築には欠 

かせません。 江戸以降関西一円に、戦後は建築家吉田五十八らに 

絶賛されました。今日では「ほんまもん（本物）」を求める人々に 

古来の伝統継承「北山・磨き丸太」は使い続けられています。 

美山の茅葺は全国３位。白川郷､大内宿に次ぐ
― かやぶきの里･重要伝統的建造物群保存地区ー 
北山を奥へ抜けると丹波の国･美山町に入る。 

荘園制度の頃からの「山稼ぎ」集落は京都と 

若狭の中間地で多くの旅人が行き来したため 

建築や生活様式は色々な地方の影響を受けて 

います。歴史的景観の保存と生活を両立する目的で｢有限会社

かやぶきの里」は住民出資の設立で、住民が維持管理と観光

施設の運営を行っています。現存する 40 戸の茅葺屋根の多くは江戸中期～末期の

もので、昔話に出てくる屋根形状が特徴の「北山型民家」です。入母屋作り､狭い

土間､板壁板戸が特徴で「ほっこりした時」を過ごすのもいいかもしれませんよ。

 

「ロハスな暮らし･暮らしトレンド」（環境ｼﾞｬｰﾅﾘｽﾄ中野博著･ｺﾞｸｰ社 7/30 発売） 

アップルのロハス･リフォ-ムが掲載されました！ 
ロハス＆エコロジーで格好いい生活を間違いなく知るチャンス！エコリフォ-ム 

のお申し込みの方にこの本をプレゼントいたします！              

 

 

いろいろな ロハス＆ エコ企業をご紹介！ 

 

  

■ 二百年の伝統工法を守り続ける山中油店 
   

 

 

 

 

 

 

■ ― 今こそ持続可能な自然素材を見直す ― 
食用油は大手メ-カ-が化学溶剤で抽出し生産効率は上がった 

が独特の風味･色･香りをなくしてしまった。昔から山中油店 

では「玉石と臼」を使う圧搾法で時間をかけ搾っています。 

｢建築用油」は「京の町家保存」で荏油･桐油･亜麻仁油･柿渋 

ベンガラの伝統的自然塗料を使ったシックハウスのない家づ 

くりに生かされています。独特の古色が再現でき塗装の乗り 

が良く、艶やマット感も出せるので弊社のリモデルでも重宝してます。 

山中油店                         ㈱アップル 大竹清彦 

 

 

ロハス・デザイン＆エコロジー・リフォーム 

 

              お店の前には水車が廻り水を描いている様子が何とも情

緒があっていい。この辺は出水と呼ばれ昔から湧き水が

豊富だったそうです。江戸文政年間に初代 

山中兵衛氏が店を構えて以来二百年の歴史 

を守る「山中油店」下立売通の建物は創業 

当時の姿のままを今に伝える。昔は油屋が 

京都に四百件あった｡電気ガスのない時代に油は欠かせなかった｡ 

食用油は明治以降で今は菜種･大豆･胡麻･ﾄｳﾓﾛｺｼが多い。と浅原孝さんは言う。

京都市上京区下立売智恵光院西入 508    www.yoil.co.jp 

 

 

  

 

 小堀遠州の影響を残す桂離宮 

茶室床柱に珍重の北山磨き丸太 

清々しい姿の北山・磨き 

丸太は台杉法で作られる 

茅葺作業は２０～４０代の集落 

職人６名の「ユイ ＝ 結い」で 

行われていた。 


